
平成 30 年度水力発電の導入促進のための事業費補助金（水力発電事業性評価等支援事業） ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                                                   平成３１年２月 

高尾堰堤地点水力発電所事業性評価調査事業 

１．事業の目的 
   高尾堰堤地点において、小水力発電事業の可能性調査（地形測量・地質調査・基本設計など）を実施し 
各調査結果を踏まえ、精度の高い事業性評価を行う。 

２．事業の内容 
  （１） 事業者名 
     島根県企業局 
  （２） 事業名 
     高尾堰堤地点水力発電所事業性評価調査事業 
  （３） 事業期間 
     平成 30 年 8月 8日 ～ 平成 31 年 2 月 27 日 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 2.4m/s 
c.有効落差 ： 25.3ｍ 
d.出   力 ： 465kW 

３．平成 30年度の事業実施概要 
     ① 現地踏査 
     ② 地形測量・地質調査 
     ③ 発電計画基本事項の検討 
     ④ 発電施設基本設計 
     ⑤ 概算工事費の算定 
     ⑥ 事業性評価 

   ※現地の状況写真 

４．事業の成果等 

5．事業スケジュール 
   〇平成３０年度 

調査内容 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

準備・現地踏査 

地形調査 

地質調査 

基本設計 

事業性評価 

本事業で実施した地形測量及び地質調査結果を踏まえて、実現可能な導水路ルートを選定した。選定した
ルート案について、基本設計を実施し、さらに発電設備の見積り等から工事費を算定し、維持管理費を考慮
した経済性の評価を行った結果、事業性を得ることができなかった。
今回は、河川維持流量を既開発地点に基づき設定したが、減水区間が短いこと及び減水区間内に関係河川

利用者は存在しないため、河川維持流量を減少させることができれば発電電力量の増加に繋がることから、
河川管理者と協議を重ねていく。


